












































































































































































































































































































真田康道、「無生法忍の成立について」、Journal of humanistic studies （20）、1986
趙 性澤、The Psycho-semantic Structure of the Word ks
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31）趙性澤、The Psycho-semantic Structure of the Word ks
・
ānti （Ch. Jen）、（Buddhism.org  Buddhist eLibrary） 
参照。ハングル要約文で「相当初期から ‘ks
・
ānti ’ が ‘ 堪える ’ という意味の他に ‘ 好きだ ’、‘ 選択する ’、‘ 受
け入れる ’ という意味で使われていて、 Thera-gāthā などの初期経典でも阿毘達磨論書などで見られる ‘ 慧 ’
の一作用として ‘ 認可 ’、‘ 決択 ’ などの意味で使われていることが見られる」としている。‘ks
・
ānti’ がさまざ
まな意味を持つと言うこの内容を参考にする時、忍可の意味は認可、決択の意味と見ることができる。
32）『大方等大集經』（T13、p.344c26-28）如是凡夫以猶豫心於大乘中行六波羅蜜。次第修學得柔順忍。不久能滿
六波羅蜜。
33）『大智度論』（T25、p.662b26-29）菩薩先住柔順忍中、學無生無滅、亦非無生非無滅、離有見無見、有無見非
有非無見等、滅諸戲論、得無生忍。
34）『佛説法集経』（T17、p.624c2-7）菩薩摩訶薩有三種忍辱。所謂諸苦忍辱、他所加惡不報忍辱。知諸法無生忍辱。
善男子、諸苦忍辱者、以知自作業故。不報惡忍辱者、以於一切眾生得一子心故。諸法忍辱者、以於一切法得無
生智故。是名菩薩三種忍辱。
35）『大般若経』（T7、p.954a29）佛言安忍流出容受一切有情。
九
